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ポータブルミニデイスクプレーヤー 


取扱説明書 • 保証書 

お買い上げいたださありがとラございます。 


付属品を巧かめる 



^?\^胃とヒ|電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になることびあ 
' 」よ 9 〇 

この取振説明書には、ま故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 
この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 

r 安をのために」のま意事項は、裏面をご覧ください。 

MZ - EH 50 刷。 MD 

AUDIO 

◎ 2005 Sony Corporation Printed in Malaysia 



♦ AC パワーアダプター♦充電式ニッケル水素電池♦充電式電池ケース ♦乾電池ケース 



参取扱説明書‘保証書 参 ソニー ご相談窓□のご案内 


[ 本機は、再生専用機です。本機を使って、ディスクに録音することはできません。 


ウオークマン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □づはソニー株式会社の登録商標です。 


ポータブル S ニディスクプレーヤー 

MZ - EH 50 

T 11-1001 A -4 


ここに保証書び入ります 

Complete the film by inserting the warranty at this position . 

在此處插乂保證書完成菲林。 

を化位置插人が证书 W 完成胶片。 




ごを! 


本機をお使いになるとをは、キャビネットの変形や故障を防ぐために、なのことを必ずお守りください。 


•本機をズボンなどの後ろのポケット 
に入れて座らない。 



•本体にリモコン/へッドホンを巻を付けたま 
ま、かばんの中に入れ、外から大さな力を加え 
ない。 



各部のなまえ 


プレーヤー本体 



田充電式電池入れ 
回 VOL (音量）+*、 ー ボタン 
图 HOLD スイッチ 
团■(停止）ボタン 
固充電用端子 
固乾電池ケース用端テ 
回(頭出し、早戻し)、 ►►!( 頭出し、早送 
0 ) ボタン 

圓 ► lie 再生/一時停止）*ボタン 
回0(ヘッドホン）ジャック 
陋充電/動作ランプ 
回 OPEN つまみ 

* 凸点（突起）びついています。操作の目印としてお使いく 
ださい。 

巧電スタンド 



田充電用端子 
图 DC IN 3 V ジャック 


リモコン/へツドホン 



圧]ヘッドホン 
图ステレオ S ニプラグ 
[3] V 0 L (音曇+、—つまみ 
团■(停止）ボタン 

固ジョグレバー （►ll (再生、一時停止）/ 
ENT (決赶(頭出し、早房し） • 
►►1(頭出し、早送り） 

回& (グループ）一、+ボタン 
团クリップ 
图 HOLD スイッチ 
图表示窓 
圆 D に PLAY ボタン 
因] PM 0 DE / g ( U ピート）ボタン 
回 SOUND ボタン 


リモコン表示窓 



田電池残量表示 
回ディスク表示 
图巧ま表示部 
团文字情報表示部 
固再生状態表示 
固サウンド表示 


本機で使えるディスクについて 

本機で再生でさる音楽は下記の通りです。 



Hi - MD # モードで録音された音楽 

MD モードで録音された音楽 



ディスク Hi-MD 規格専巧 60/74/8 日分 60/74/80 分 

1 GB ディスク ディスク ディスク 


廉 



を備する 


巧電ずる 


お買い上げ時には、まず充電式電池を充電してください。 


充電式電池を入れる 


n 巧電池入れのふたを矢印 
W のち向へ巧しながらずら 
す。 


0巧電式電池を入れる。 0ふたを閉める。 

©側を勁こして A れてくだ 
さい。 NH -14 WM 





巧電ずる 


〇巧電スタンドと AC パワーアダプターを 
〇つなぞ、コンセントにつなぐ。 


0本体を巧電スタンドにのせる。 

充電/動作ランプび点口し、巧電び 
始まります。 



充電/動作 
ランプ 



充電/動作ランプび消えた時点で売電スタンド 
か日はずしてお使いいただけます。 


U モコンをつなぎ、ホールドを解除する 


0リモコンを本体につなぐ。 


〇 HOLD つまみをず6して、ホールドを解 
W 除する。 



ク 

• 巧電してもすぐに表示び消える場合は巧分に充電されています。 

•使い切った状態から充電を始めると、約 3 .己時間で充電び終了します。充電時間は充電式電油の使 
用状態によって異なります。 

• 充電中、再生などの操作をすると、巧電び停止します。 


リモコンのクリツプの使いかた 

U モコンを取り付ける位置によっては、表示窓に出る文字の向きび上下逆転し、読みにくい場 
合びあります。その場合、下記のように U モコンのクリップを逆向きにつけてください。 


クリップをはずす。 



2逆向きに付ける。 



乾電池ケースの取り付けかた 

アルカ U 乾電池と充電式電池を一緒に使って、長時間使用することびでさます。 

1乾電池ケースを本体に取口付ける。 2ソニーアルカリ乾電池（単3お）を1本入れる。 



巧応才ーディオ リニア PCM ATRAC ( SP ) 

フォーマット ATRACSplus ( Hi - SP / Hi - LP ) ATRAC 3 ( LP 2/ LP 4) 

ATRAC 3 MONO 


*「 Hi-MD (八イエムディー)」とは、従来の MD び進化した新しい規格です。 



巧電式電池の巧電時期 • 乾電池の 
取り換え時期は 

ご使用中、 I 」モコンの表示窓の電池残量表 
示で、または本体の巧電/動作ランプ表示 
でお知らせします。 

リモコンの表示窓 

d ~^ 電池鶏量びみなくなってます。 

♦ 

仁三] 電池び消耗しています。 

♦ 

- d ~~ !- 電池残量びありません。 U モコンの 
f 1 「LOW BATTJ 表示び点滅し、電源び切 

れます。 

本体の 巧電/ 動作ランプ表示 

点む 電池鶏量は充分です。 

♦ 

遅い点滅電池鶏量びみなくなってます。 

♦ 

速い点滅電池鶏量びありません。しばらくす 
るとランプび消灯し、電源び切れま 
す。 

電池残量表示は実隙の鶏量ではな<、あく 
までわ目安として表示しています。動作状 
況および環境により増減することびありま 
す。 

AC 電源で使うには 

AC パワーアダプターを充電スタンドにつ 
なぎ、そこに本体をのせると、巧電式電池 
なしでも使ラことびで走ます。 

海外で使ラには 

付属の AC パワーアダプターは、100〜 
240 V の電源電圧に対応しています。コン 
セントの形にあった AC プラグアダプター 
をご用意いただければ、海外でも使用でき 
ます。 

AC パワーアダプター（付属の巧電ス 
タンド専用）について 

• この製品には、付属の AC パワーアダプ 
勺一 (極性統一形プラグ ‘ J 曰 TA 規格） 
をご使用 < ださい。上記がの製品を使 
用すると、故障の原因になることびあり 
ます。 

極性統一おプラグ 

• AC パワーアダプターは容易に手び届く 
よラな電源コンセントに接続し、異常び 
生じた場合は速やかにコンセントか5抜 
いて < ださい。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、政 
下の点にごま意 < ださい。 

一 本機を本棚や組み込み式キヤビ 
ネットなどの狭い場所に置かない 
で < ださい。 

一火災や感電の危険を避けるために、 
水のかかる場所や湿気のある場所 
では使用しないでください。また、 
本機の上に巧瓶など水の入ったを 
のを置かないでください。 


電池の再生持続時間 

Hi-MD ( Hi - MD 規格専用1 GB ディスク）モード 
の場合 


( JEITA ") 


池の種類充電式 
電池。 

再を状態\\ 

アルカリ 

乾電地 3 > 

充電式電池 
+アルカリ 
乾電池 

U ニア PCM 

約14.日 
時間 

約17.己 
時間 

約36 
時間 

Hi-SP 

約 25.5 
時間 

約30.日 
時間 

約目4 
時間 

Hi-LP 

約30.日 
時間 

約42 
時間 

約8日 
時間 

Hi - MD (60/74/80 分ディスク）モードの場合 

(JEITA り) 

池の種類充電式 
\ 電池。 

再生状態\\ 

アルカリ 
乾電地み 

充電式電池 
+アルカリ 
乾電池 

U ニア PCM 

約11 
時間 

約13.己 
時間 

約 26.5 
時間 

Hi-SP 

約23 
時間 

約30.日 
時間 

約 58.5 
時間 

Hi-LP 

約 31.5 
時間 

約44 
時間 

約 74.5 
時間 


MD (60/74/80 分ディスク）モードの場合 

( jeitad ) 


池の種類充電式 
\ 電池。 

再生状態\ 

アルカリ 
乾電地み 

巧電式電池 
+アルカリ 
乾電池 

SP 

約 25.5 
時間 

約34 
時間 

約目4.己 
時間 

LP 2 

約 30.5 
時間 

約44.日 
時間 

約76 
時間 

LP 4 

約34 
時間 

約48 
時間 

約85 
時間 


JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値で 
す。 

の充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM (100〇/〇充電時） 
3) 日本製ソニーアルカ U 乾電池 LR 6( SG ) で測定してい 
ます。 


ごを意 


• お買い上げ時や長い間使わなかった場合、充 
電式電池の持続時間び短いことびあります。 
その場合、残量表示び正し<表おされないこ 
とびあります。これは電池の特性によるちの 
で、何回か充放電を繰り返すとな分充電され 
るよラになります。 

• 充分に充電してを使える時間び通常の半分< 
らいになったとさは、新しい巧電式電池と交 
撰してください。 

• 充電式電池を交換するとをは、必ず本機を停 
止させてから行ってください。 

• 乾電池でお使いになるとをは、必ずアルカ U 
乾電池を使って<ださい。それ政がの電池で 
は、電池の持続時間び短くなったり、併用す 
る充電式電池の性能び損なわれる場合びあり 
ます。 


ごを意 


• 充電にかかる時間は、周囲の温度によって異 
なります。 （+5 で〜+35む内の温度の場所で 
充電して < ださい。） 

• 長時間お使いになるとをは、家庭巧電源（コ 
ンセント）でお使いになることをおすすめし 
ます。 

•巧電中は、充電スタンドや本体び熱<なりま 
すび、危険はありません。 

• 長い間お使いにならないとをは AC パワーア 
ダプターをコンセントから损さ、本体を巧電 
スタンドからはずしてください。 


音楽を聞< 


聞< 


録音済みのデイスクを入れる 

A open つまみをずらして 
W ふたを亂する。 



Q 矢印の向きにディスクのラベル面を上にし、奥まで押 
W し入れ、ふたを閉める。 



再をずる 

A ジョグレバーを押ず ( wi ) 
W (本体では Wl を巧す)。 


A V 0 L つまみを+または一側へ回して音量を調 
W 節する（本体では V 0 L +または一を巧す)。 


V 0 L +、 一 つまみ 



こんなとさは 


リモコン 操作（本体操作） 

再生 

続さから再生する 

ジョグレバーを押す。前回再生を止めたところから 
始まる （>11 を巧す)。 


1 曲目から再生する 

停止中、ジョグレノ（一を 2 抄上押したままにする 
(停止中、 ►» を 2 秒じ(上押したままにする）。 

停止 

一時停止する/一時停止を解除する 

ジョグレバーを押す（■を押す)。 


再生を止める 

■を巧す。 

頭 出し/ 

サーチ 

今聞いている曲、または 
さ日に前の曲を頭出しする 

ジョグレバーを W 側にずらすを押す)。 


次の曲を頭出しする 

ジョグレバーを側にずらすを押す)。 


早戻し/早送りする 

再生中または一時停止中、ジョグレバーを W 
/► W 側にずらしたままにする（再生中または一時 
停止中、 W / W を巧したままにする）。 


グループの頭出しをする 1 > 
(グループスキップ） 

む-、 +を押す。 

ディスクを取0出ず 2 > 

■ を巧してから、本体の OPEN つまみをずらす。 


ディスクにグループびない場合は、1日曲ごとの頭出しになります。 
のふたを開けると、次の再生はディスクの最初から始まります。 


を 

本機の再生音を他のオーディオ機器で聞く場合は、 U モコンをはずし、市販のオーディオ接続コードを0 
(へッドホン）ジャックに接続してお使いください。 


ごを意 


巧の よ ラな場合、音び飛ぶことびあります。 

• 強い衝撃び達続的にちえられた場合 
• 傷や巧れのあるディスクを聞いている場合 

Hi-MD モードで録音されたディスクの場合、最大で約 12 砂間音び途切れることびあります。 


ごを! 


• グループ再生/通萬再生の状態や、動作状態、 
設定状態によっては、表示び選択でさなかっ 
たり、表示び異なったりすることびあります。 
• 漢字やかなの情報は正しく表おでさません。 


いろいろな再生方法で 
聞< 


再生方法を選ぶ 

1 P MODE/C を繰り返し押ず。 

押すたびに表示は次のよラに変わ 0 ます。 

表示 

再生モード 

(表术なし） 

通常の再生（全曲を*!回再生） 

1 

1 曲再生（選んだ 1 曲のみ再生） 

SHUF 

シャッフル再生（メイン再生モー 
ドで選んだ曲を順不同に再生） 

A - 

( A-B 口* 

A-BU ピート再生（曲の中の A 点 
と目点を繰り返し再生） 


メニューモードび 「 Simple 」 に設定されている 
とさは表示されません（裏面「メニューー覧」一 
「 Option」-[Menu Mode 」 参照)。 


巧中の指定した部分だけを繰り返 
して再生ずる （ A - B リピート再生) 

A 点と B 点は、必ず同一巧内に指定してく 
ださい。 

1 繰り返したい部分を含んでいる巧を 
再生中に 、 P MODE / g を繰り返し 
押し、 「 A -」 を点滅させる。 

2繰り返しを始めたい点 （ A 点）でジョ 
グレ バーを 巧す。 

A 点び確定し、「目」び点滅します。 

3 繰り返しを終えたい点旧点）でジョ 
グレ バーを 巧す。 

目点び確定し、 「 A - 巨ご」び点灯し 、 A 
点と目点の間を再生します。 

A - 巨 U ピート再生中にジョグレバーを►►■側に 
ずらすと、 A 点、 B 点を設定し直ずことびでさま 
す。 


ごを勇 


「 A -」 び点滅中にディスクの最禮まで再生してし 
まったときは、 A - 巨 U ピートの設定び中止されま 
す。 


繰り返し聞く（リピート再生） 

A - BU ピート再生し处がの再生モードのと 
を、曲を繰0返し聞くことびでさます。 


1 戶 M 0 DE / G を2秒！; LbJ 甲す。 


「 G 」 び点打します。 


U ピート再生 


ホ 


が。。こ 
画リ IL し 


13:日2 


解除ずるには 

P M 0 DE / G を2砂じ(上押します。 


巧みの音にずる 

(6 パンドイコライザ） 

お好みの音質を目種類の中か5リモコンで 
選択‘設定することびでさます。 

1 再生中、 SOUND を繰り返し巧し、 
「 SND 」 を選ぶ。 

2 SOUND を2秒！; Lh 押す。 

3 ジョグレバーを繰り返しずらしてサ 
ウンドの種類を選ぶ。 



，- —26, 

け"'： 

GGifTH 的り y | 



ジヨグレノ をずらすたびに〇と© 

び次のよラに変わります。 

〇 


包 効果 


Heavy 

SND H 重厚さを感じる音質 


Pops 

SND P 軽快でソフトな音質 


Jazz 

SNDJ 低音を響かせる音質 


Unique 

SND U 低音と高音を響かせる音質 

Custom 1 SND 1 お好みの音質 


Cu が。 m 2 SND 2 識識 I げか 


4 ジョグレバーを巧してミ夫定する。 

設定を解除ずるには 

上記の手順1で包に何も表示されていな 
い状態を選びます。 

好みの音質にずる 

「 Customi 」 と 「 Custom 2」 には、お好み 
の音質を記憶させることびできます。 

1 上記の手順1〜3を行い、 

l " Custom 1」 または l " Custom 2」 を 
表示させる。 


2 ジョグ レバーを 巧す。 

3 ジョグレバーを繰り返しずらして周 
放数を選ぶ。 

夺 ♦ 

ち nn 1 rn s / wT ^ 

恆 リリ •し I M -- スホ 

周波数 （100 Hz ) 


周波数は巧の6っか6選べます。 

左か6順に100 Hz 、250 Hz 、630 Hz 、 1 .6 kHz 、 
4 kHz 、10 kHz 

4 VOL っまみを繰り返し回してレべ 
ルを調節する。 

夺う巧打,,广1 n _ S 邸つ卜 

X りし I W I || _ィィ I い 

レベル （+10 dB ) 

レベルは次の7段階か6選べまず。 

-1OdB 、 -6dB 、 -3dBv OdB 、 +3dB 、 +6dB 、 
+10 d 巳 

5 手順 3 と 4 を繰り返す。 

6 ジョグレバーを巧してミ夫定する。 


表示おで曲の情報を見る 

再生中に、表示窓で曲名やディスク名など 
の情報を確認でをます。 

1 再生中に D に PLAY を巧ず。 

押すたびに表示は次のよラに変わ0ま 


す。 

? 

9 

爸 I II 

I 


それぞれのマークに続いて名前び表示 
されます。 

ぶ：曲名 
巧：ディスク名 
& :グループ名 

X :アーティスト名 
夕：アルバム名 


〇 

包 

曲番 

経過時間 

曲番 

• 曲名とアーティスト 
名 （ Hi - MD ) 

• 曲名 （ MD ) 

ディスクの総曲数 

ディスク名 

グループ内の曲蚕 

グループ名" 

グループ内の曲蚕 

アルバム名 1)( Hi - MD ) 

曲番 

サウンドモード名 

曲番 

• コーデック情報 
( Hi - MD ) の 
• トラックモード情報 
( MD ) 2) 


U グループに属していない巧を再生中は、ディ 
スク名と曲をび表示されまず。 

2) 方ニューモードび 「 Simple 」 に設定されてい 
るときは表示されません（裏面「メニューー 
覧」- 「 Option」-[Menu Mode 」 参勵。 












































































































































































































































メニユーで設定する 


メニュー操作のしかた 

お買い上げ後、はじめて方ニュー操作をすると、表 
示窓に 「Menu Mode 」 び点;威します。ジョグレバ 
一を押したあとに、ジョグレノを！ ◄◄/►►! 側にず 
5して 「 Simple 」 （基本的な項目のみ表示）または 
「 Advanced 」 （すべての項目を表示）のどち日かを選 
んで、メニューモードを設定してください。 


DISPLAY を2巧な上!甲す。 

メニュー画面にな0ます。 

§GC4MainPMode：- 

I - ' I I I I I I I I I I I I 、 

g ジョグレバーを 《◄/►►! 刷にず6して、項目を還巧する。 
g ジョグレバーを!甲して、項目を汉定する。 

表示にしたびって手順2と3を繰日返す。 

最後にジョグレノ（一を巧した時点で設定び®定します。 




聞さたいなだけ再生ずる 
(ブック マーク 再生） 

巧をな巧にブックマーク（しお 0) をつけ 
ていさ、その曲だけを再生することびでさ 
ます。ただし、巧順を変えることはでさま 
せん。 


1 ブックマークをつけたい曲を再生 
し、ジョグレバーを2秒！; LbJ 甲す。 


GG 5 V ON 




ブックマークがゆっくり 点滅 


ブックマークび確定します。 


2 手順1を繰り返してブックマークを 
つけてい<。 

全部で255巧までつけ5れます。 

3 メニュー操作で 「MainPMode」一 
「Bookmark」 を選ぶ。 


4 ジョグレバーを巧す。 


主な仕様 

お式 

S ニディスクデジタルオーディオシステム 

フオーマット 

ミニディスクシステム、 Hi-MD システム 

再生読み取0方式 

非接触光学式読み取り（半導体レーヴー使用) 

回転数 

約 3 日日 「 pm 〜 3,00 日 rpm に LV) 

エラー訂正方式 

Hi-MD ： 

LDC (Long Distance Code) / BIS 
(Burst Indicator Subcode) 

MD ： 

AC IRC (Advanced Cross 
Interleave Reed Solomon Code) 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

巧応才ーディオフォーマット 

U ニア PCM (44.1 kHz/16 ビット） 
ATRACSplus (Adaptive TRansform 
Acoustic Coding 3 plus) 

ATRAC3 

ATRAC 


1 つ前の段階に戻ずには 

■ボタンを巧す。 


ブックマークされた 一番 ルさい巧番か 
5順に巧生び始ま0ます。 


途中で中止ずるときは 

■ボタンを2秒1；(上巧す。 


ブックマークをミ肖ずには 

ブックマークを消したい曲を再生し、ジョ 
グレバーを2秒 liLh 巧す。 


メニュ ーー 覧 

設定できるメニュー項目は政下のとおりです。 U モコンのみで設定できます 。 「Menu Mode 」 
の設定び 「 Advanced 」 になっているときは、すべてのメニューび表示されます。に imple 」 
になっているとさは、ホび付いている;ニュー項目は表示されません。 


項目 

設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 

MainPMode 

Normal 


通常の再生です。 


Group 


選んだグループの曲を再生します。 


Artist ( Hi - MD モードの:！合のみ） 

選んだアーティストの曲を再生します。 


Album ( Hi - MD 亡ードの場合のみ） 

選んだアルバムの曲を再生します。 


Bookmark 


聞をたい曲にブックマークを付けて、その曲だけを再生 
します（-►ち記「聞去たい曲だけ再生する」参照)。 

Option 

Menu Mode 

Simple 

基本的な項目のみを表おします。 



Advanced 

全メニュー項目を表おします。 


AVLS * 

AVLS Off # 

音量の制限無しで、操作に合わせて音量が変わりまず。 



AVLS On 

音ちれや耳への圧迫感軽減のために、一定し乂上に音量び 
上びりません。 


Beep * 

Beep On # 

操作時の確認音び鳴ります。 



Beep Off 

操作時の確認音（ピッなど）は鳴りません。 


Backlight 

Auto 参 

表示窓のバックライトび、操作直媛に約1日秒間点なしま 
す。また、表示をスク□-ルしている間、点なします。 



On 

本体が動いているとをは、常に、バックライトび点灯し 
ます。 



Off 

常にバックライトび消灯し、電地の消耗を抑えます。 


Disc Mem * 

On # 

ディスクの設定情報を、本体に自動的に登録します。 
ディスクを取り出すときに設定情報を自動的に登録し、 
ディスクを再度入れたとさに、設定情報を自動的に読み 
出します。 



Off 

ディスクの設定情報を、登録しません。 



IMemErase 

現在入っているディスクの設定情報を、消去します。 


QuickMode * 

Quick On # 

自動的に電源び切れません。再生ボタンを巧してすぐに 
再生ボタンび始まります。 



Quick Off 

電池の消費を防ぐために、一定時間操作びなかった場合 
は、自動的に電源び切れます（オートパワーオフ機能)。 


ごを意 


•「Disc Mem 」 によって登録される設定情報は、ブックマークと、目バンドイコライヴの Customi / 
Custom 2 の設定です。 

•「Disc Mem 」 は、最大でディスク3日枚分の情報を登録できます。30枚を越えると、再生した時期び 
ちいディスクの情報から自動的に消去されます。登録できるディスク数は、ディスクに録音されている 
曲数によって異なります。ディスク1枚あた U の曲数びをくなると、登録できるディスク数はみなくな 
ります。 

• rOuickModeJ の設定を 「Quick On 」 にすると、画面に何も表おされていないと去でも、本体内部では 
南に電源び入っている状態になっていまず。電池を全て消窝すると、自動的に本体内部の電源び切れます。 


その他の情報 


使用上のごま意 


分解しないでください 


ディスクの取り扱いについて 


S ニディスクプレーヤーに使われているレーザー 
光び目にあたると危険です。 

レンズに触れないでください 


• ミニディスク自体はカートリッジに収納され、 
zIS や指紋を気にせず手軽に取り扱えるよラ 
になつています。ただし、カート U ツジのよご 
れや反りなどび誤動作の原因になることちあ 


レンズび巧れると音飛びび起をたり、再生でをな 
<なったりする場合びあります。 

また、ほこりびつかないよラに、ディスクの出し 
入れ!;(がはふたを必ず閉めておいて < ださい。 


曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 


鶴 

Ni-MH 


ニッケル水素電池は、 U サイ 
クルでをます。不要になった 
ニッケル水素電池は、金属部 
にセ□八ンテープなどの絶縁 
テープを貼って U サイクル協 
力店へお持ちください。 


ります。いつまでも美しい音で楽しめるよラ 
に次のことにご注意ください。 

—シャッターを手で開けない 

無理に開けるとこわれます。 



一 持ち運ぶときや保管するときはケースに入 
れる 

—置き場巧について 

直射日光び当たるところなど温度の高いと 


充電式電池の回収•リサイクルおよびリサイクル 
協力店については、有限責任中間法人 J 巨 RC ホ 
—ムぺージ http :// www . jbrc . net / hp / contents / 
index . html を参照してください。 


取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないで 
ください。故障の原因になります。 

• U モコンやヘッドホンのコードを強くひっぱ 
らないで < ださい。 

• なのよラな場所には置かないで<ださい。 

-温度び非萬に高いところ （6 日で切上） 

一 直射曰光の当たる場所や暖房器具の近< 

一 窓を閉めきった自動車内（特に夏期） 

—風呂場など、湿気の多いところ 
一 磁石、スピーカー、テレビなどの磁気を帯 
びたをのの近く 
—ほこりのをいところ 

• 温度び高いところ （4 日で切上）や低いところ 
(日む UTF ) では液晶表示び見にくくなったり、 
表示の変わりかたびゆっくりになることびあ 
ります。萬温に戻れば元に戻ります。 

• キヤ U ングポーチには本体と一緒に硬いちの 
を入れないでください。塗装のはげや傷の原 
因にな0ます。 

温度上昇について 

充電中および長時間お使いになったとさに、本体 

の温度び上昇することびありますび、故障ではあ 

りません。 


ころや湿度の高いところには置かないでく 
ださい。また、砂浜など、ディスクに砂び入 
る可能性のあるところには放置しないでく 
ださい。 

-定期的にお手入れを 

カート U ッジ表面についたほこりやコ[ミ 
を、乾いた巧でふさ取ってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定切がの位置に 
貼らないで<ださい。必ず、ラベル巧の<ぼみ 
に合わせてしっかり貼って<ださい。 

へッド ホンについて 

• 付属のヘッドホンは、音量を上げすざると音び 
外にちれます。音量を上げすざて、まわりの人 
の迷惑にならないよラに気をつけましよラ。 

• 付属のヘッドホンをご使用中、肌に合わないと 
感じたとさは早めに使巧を中止して、医師また 
はソニーの相談窓□にご相談ください。 

リモコンについて 

付属の IJ モコンは本機専巧です。また、他機種に 
付属のリモコンでは本機の操作はでをません。 

巧電スタンドについて 

• 付属の充電スタンドは本機専巧です。他機の 
巧電はでをません。 

•付属の充電スタンドでは、指定の電池切がは 
充電しないで < ださい。 

乾電池ケースについて 

付属の乾電池ケースは本機専用です。 


動作音について 

本機は省電力の動作方式になっていまず。 
そのため、動作中は断続的に動作音びしますび故 
障ではありません。 


万一故障した場合は、巧部を開けずに、お買い上 
げ店またはソニーのサービス窓□にご相談くだ 
さし、（ディスクび本体に入っているときに故障 
した場合は、故障原因の早期辭決のため、デイス 
クを入れたままご相談されることをおすすめし 
ます。） 


変調方式 

Hi - MD ： 

1-7 RLL (Run Length Limited )/ 
PRML (Partial Response Maximum 
Likelihood ) 

MD : 

EFM (Eight to Fourteen 
Modulation ) 

周波数特性（へッドフォン出力時） 

20〜20,0日0 Hz ± 3 d 目 

出力端子 

0：ステレオ S ニジャック（専巧 U モコン 
ジャック） 

実用最大出力# (DC 時） 

へッドホン：5 mW + 5 mWCl 6 0) 

電源 

巧電式ニッケル水素電池 

NH -14 WM 1.2 V , Ni-MH 1個 
アルカ I 」乾電池（単3形）1個 
AC パワーアダプター DC 3 V , 

AC 10日〜24日 V ，50/60 Hz 
動作温度 

+己て:〜+3己で 
電池持続時間 

表面「充電する」をご覧ください。 

本体寸法 

約77.日 X 83.1 X 17.目 mm 
(幅/高さ/奥行を、突起部含まず） 

最大夕術寸法* 

約 78.8 X 85.0 X 20.2 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 

約8日 g (本体のみ） 

約1日 7 g (充電式電池含む） 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協を）規格による測定 
値です。 

別売りアクセサリー 

充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM 
ステレオヘッドホン 1) MDR - EX 71 SL な 
ど 

MD ■ CD ウォークマン専巧スティック- 
コント □-ラー RM - MC 35 ELK の、 
RM - MC 33 EL 2) 

アクティブスピーカー SRS - Z 己1日、 
SRS - Z 30 など 

ヘッドホンは、ステレオミニフラグのものをお求め 
ください。マイク n フラグのをのは使えません。 

3 A - BI 」 ピート再を機能は使用でさません。 

下記の機種は、本機と併用することびできません。 
□-夕 U - コマンダー RM - WMC 1 
MD ラベルプ U ンター MZP -1 
にメモ U — • U ピートラーニング’ 

MD コント□ーラー RPT - M 1 


本機の仕様および列観は、改良のため予告な<変 
更することびありますび、ご了承ください。 

製造年は、本体のふたを開けた内側に表おされて 
います。 

本機は、ドルビーラボラト U - ズの米国およびが 
国特許に基づ < 許諾製品です。 

Hi - MD 、 ATRAC 、 ATRAC 3 、ATRACSplus およ 

びそれぞれの□コはソニー株式尝社の商標です。 


故障かな？とおった6 

サービス窓□にご相談になる前にちラー度チェ 

ックしてみてください。 

ご不明な点びあるとをは、ソニーの柜談窓□へお 

問い合わせください。 

巧電できない 

• 充電スタンドの充電巧端テびミちれている。一* 
充電用端デを乾いた布などで巧いて<ださい。 

• 巧電式電池び入っていない。一►充電式電池を 
入れてください。 

• 充電している場所の温度び高すざる。 （ U モコ 
ンに rCannotCHG 」 表示び出る） 

または低ずぎる。（リモコンに rSLOWCHGJ 
表示び出る）一充電は、+5で〜+35での場 
所で行って < ださい。 

本体を巧電スタンドに置いても巧電/動作 

ランプびつかない 

• 本体を充電スタンドに置いてもすぐに充電/ 
動作ランプびつかないとをびあります。一••本 
体を巧電スタンドに置いて約"!分後、 

巧電/動作ランプび点むし、充電び始まりま 
す。 


操作を受けつけない 

• 電地び正し<入れられていない。 一 I ■電池の© 
端デと資端子を正し < 入れ直して < ださい。 

• ホールド機能び働いている（本体の操作ボタ 
ンを巧すとリモコンに 「 HOLD 」 表示び出る）。 
- HH 0 LD スイッチを矢印と逆方向にして、 
ホールド機能を解除してください。 

• U モコンでメニュー項目の設定中に、本体のボ 
タンを押した。（本体のボタンを巧すと U モコ 
ンに riN MENU 」 表示び出る）。一* ■ リモコン 
で操作を終了させてください。 

• 結露している（本機を寒い屋外から暖かい室 
内に持ち込んだ直後などに、内部に水滴び付着 
している）。一 ► ディスクを取り出して、数時間 
待ってください。 

• 充電式電池または乾電池び消耗している CU 
モコンに FLOW 目 ATT 」 表示び出る）。一►充 
電式電池を充電するか、乾電池を新しいちのと 
交換してください。 

• ディスクび損傷している（リモコンに 

「READ ERR 」 または 「TOC ERR 」 表おび出 
る）。ーディスクを入れ直す。それでち表示び 
出るときは、他のディスクと取り換えてくださ 
い。 

• 使用中、衝撃や過大な静電気、落雷による電源 
電圧の異南などのために強いノイズを受けた。 
—なの手順で操作し直してください。 

1 すべての電源をはずす。 

2 約30砂間そのままにする。 

3 電源をつなぐ。 

へッドホンか5音び出ない 

• ヘッドホンびしっかりと差し込まれていない。 

ジャックにしっかりと差し込んでください。 
-^•へッドホンをリモコンにしっかりと差し込 
んで < ださい。 

音が大きくな5ない 

• AVLS 機能び働いている。一 AVLS を觸除し 
てくださし、。くねしくは「><ニューー覧」をご 
覧< ださい。 

通常の再生びできない 

• I 」ピート再生を指定した。一 ► リモコンの 

P MODE / G ボタンを2秘じ(上押したままに 
して 、 G (リピート）表示を消してから再生を 
始めてください。 

ディスクの1巧目か6再生できない 

• 前回再生したとをディスクの途中で止めた。 
-»• ふたを開けるか、停止中にリモコンの 
ジョグレバーを2秒じ(上押したままにしてく 
ださい。1曲目から再生でをます。 

再生中に音びとぎれる 

• 振動のをい場所に置いている。一►振動のみな 
い場所で使って< ださい。 

• ナレーションやイント□など1曲の録音時間び 
極端に短いと、音びとざれることびあります。 

雑音びをい 

• テレビなど強い磁気を帯びたちのの近くに置 
いている。一*>テレビなどから離して置いてく 
ださい。 

瞬間的なノイズが聞こえる 

• LP 4 (4 倍モード）でステレオ録音された音を 
再生している。一 ► LP 4 ステレオ録音した音を 
再生した場合、圧縮方式の恃曲こより、ごくま 
れに瞬間的なノイズび聞こえることびありま 
す。 


メッセージー覧 

U モコンの表示窓にメッセージび出た5、下 
記にしたびってチェックしてみて < ださし、。 

AVLS 

AVLS の設定び 「AVLS On 」 になっているので、 
これ UUi 音量をあげられない。一> AVLS の設定 
を 「AVLS Off 」 にしてください。 

BLANKDISC 

何ち録音されていないディスクび入っている。 

BUSY 

ディスクの情報を読んでいる。一 ► しばらく待っ 
てください。まれに1分ほどかかる場合びありま 
す。 

Can'tPLAY 

再生でをる音楽データび入っていない。 

音楽データまたは管理ファイルび壊れている。 

-► 他のディスクと取りかえて < ださい。 

Canno に HG 

指定温度ではないところで充電しよラとした。 

-► 指定温度の範囲内 （+5 む〜+3己む）で充電し 
て < ださい。 

End 

再生中またはジョグレノ く一を w 側へずらして 
いるとき（本体では w を押しているとを）に、 
ディスクの最後まで到達した。 

ERROR 

内部システムび誤動作している。一•■次の手順で 
操作し直してください。 

1 すべての電源をはずす。 

2 約30お>間そのままにする。 

3 電源をつなぐ。 

ERROR XX 

内部システムび誤動作している。呼び出しに失敗 
した。一上記の手順で操作し直してください。 
それでちエラー ><ッセージび表示される場合は、 
ソニーの相談窓□へごネ目談 < ださい。 


保証書とアフターサー 
ビス 


偏正書 

所定事項の記入および記載巧容をお確かめの上、 
大切に保存して < ださい。 

イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでも具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□の 
ご案内」にあるお近くのソニーヴービス窓□にご 
ネ目談ください。 

保記期間中の修理は 

イ呆話書の記載内容に基づ’いて修理させていただ 
去ます。詳しくはイ呆話書をご覽ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望に 
より有料■修理させていただをます。 

部品の保有期間について 
当社ではポータブル S ニディスクプレーヤーの 
補修用性能部品（製品の機能を維持するために必 
要な部品）を、製造打ち切り後8年間保有してい 
ます。この部品な有期間を修理可能期間とさせて 
いただをます。保有期間び経過した媛を、故障個 
所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店またはサービス窓□にご柜談くださ 
し、。 


FormatERR 

本機び対応していないフォーマットのディスク 
び挿入された。一 MD または Hi-MD フォーマ 
ットのディスクを入れてください。 

HOLD 

ホールド機能び働いている。一本体の HOLD 
スイッチを矢印と逆の方向にしてホールド機能 
を辭除してください。 

HI DC IN 

電源電圧び高い（指定の AC パワーアダプターを 
使っていない)。一指定の AC パワーアダプター 
を使ってください。 

LOW BATT 

電池び消耗した。一 ► 充電池を充電し直してくだ 
さい。 

N0 MARK 

ブックマークびついていないディスクでブック 
マークトラック再生をしようとした。一►ブック 
マークをつけてから操作して<ださい。ブックマ 
ークびついているディスクで操作してください。 

N0 DEC 

ディスクび入っていない。一 ► ディスクを入れて 
ください。 

NoDiscMEM 

ディスクメモ U —を登録していないディスクで 
ディスクメモ U —を削除しよラとした。 


N0 NAME 

アーティスト名びついている曲び入っていない 
ディスクで、メイン再生モードをアーティスト再 
生にした。 

NoOPERATE 

U モコンでプ□グラムの設定をしているときに、 
グループスキップしよラとした。 

N0 TITLE 

アルバム名びついている曲び入っていないディ 
スクで、メイン再生モードをアルバム再生にし 
た。 


N0 TRACK 

何ち録音されていないディスクを再生しよラと 
した。 一* •録音済みのディスクを入れてください。 

READ ERR 

ディスクの情報を正しく読み取れなかった 。一* • 
ディスクを入れ直してください。 

SLOW CHG 

指定温度ではないところで充電しよラとした。 

-► 指定温度の範囲巧 （+ 日で〜+35む）で充電 
して < ださい。 

T0C ERR 

ディスク情報を正しく読み取れなかった。一他 
のディスクと取りかえてください。 


お問い合わせ巧について 

本機についてご不明な点や 技術的なご 質問、 故障 
と思われるとさのご 相談については、下記までお 
知らせ < ださい。 

• お問い合わせの隙は、次のことをお知らせくだ 
さい。 

—型名 

-ご柜談内容：できるだけ詳しく 
一 お買い上げ年月曰 


よくあるお間い合わせ、稱巧ち法などは巧ームページをごま巧ください。 

http://www.sony.co.jp/support _ 


使い方相談な口 


フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話 ’ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466-31-2511 


觸相談を口 


フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話- PHS -- 部の IP 電話 

0466-31-2531 

※取巧説巧書’ IJ モコン等の辑入相談は 
こち6へお問い合わは < ださい。 



上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

r 302 j + r#j 

を巧して < ださい。直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (其お）0120 -333-389 

受付時巧ち〜金:9:00〜20:00 ±•日•祝日:9:00〜17:00 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 


A 警告Iまをのために 


ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。し 
かし、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、 
火災や感電などにより人身事故になることびあり危険で 
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守0 ください。 



安を①ためのま意事項を守る 


下記のを意事項をよ < お読み < ださい。製品全般のミ主意 
事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこ0びたまっていないか、故障したまま使 
用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかし <なった 0、 AC パワーアダプターや充電ス 
タンドなどび破損しているのに気づいた5、すぐにお買 
し、上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼くだ 
さい。 


万一、異常び起きた5 



〇電源を切る 
©AC バワーアダプター 
をコンセントから巧く 


包お買い上げ店またはソ 
ニー サービス窓口に修 
理を巧頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、巧のよ 
つな表巧をしています。表71^の内 
容をよく理解してから本文をお読 
みください。 


险危阁 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電•破裂などにより 
死亡や大けびなどの人身事故び 
生じます。 

\AWW\ 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災‘感電などにより死 t や 
大けびなど人身事故の原因とな 
0ます。 

么注意 

この表示のを意事項を守らない 
と、感電やその他の事故によじけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えたりすることびあります。 


ミち意を促ず記号 

A 

感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® d ) 

禁止接輔禁止めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

強制 



A 警告 A 

* — I 火災 感電 


下記のま意事項を守5ないと • 感電 
により大け方もの原因とな0ます。 


運転中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなび5へッドホンやイヤホン 
などを使用したり、細かい操作をした0、表示画面を見ることは絶 
巧におやめください。交通事故の原因となります。 

• また、歩をなびら使用するとさち、事故を防ぐため、周囲の交通や 
路面状況に十分にごミ主意 < ださい。 



内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると乂災や感電の原因になります。 

万一、水や異物び入ったときは、すぐにスイッチを切り、 

AC パワーアダプターをコンセントから抜さ、お買い上げ店または 
ソニーのサービス窓□にご相談<ださい。 



禁止 


雷び鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因となります。 



指定 LU 外の巧電スタンドや AC パワーアダプター 
などを使わない 

破裂‘液漏れや過熱などにより、火災、けびや周囲のミち損の原因とな 
ります。 


禁止 


めれた手で AC パワーアダプターや巧電スタンドをさ 
わ5ない 

感電の原因となることびあります。 



本体や AC パワーアダプター、巧電スタンドを巧団など 
でおおつた:!犬態で使わない 

熱びこちってケースびをあしたり、义がの原因となることびあります。 



乂のそばや炎天下などで巧電 • 放置しない 

内部の温度が上びり、火災や故障の原因となります。 

0 

禁止 

巧電スタンドの上に金属を置かない 

充電スタンドの端テび金属とつなびるとショートし、発熱すること 
びあります。 

0 

禁止 

金属類と一緒に本体や乾電池ケースを携帯 • 保管しない 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯‘保管すると、 

ショートし、発熱することびあります。 

0 

禁止 




A を意 


下記のま意事項を守らないと けび をしたり周辺の家財に 
損害を与えたりすることびあ0ます。 


大音量で長時間続けて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけて間 < と、聴力に悪い影 
響を与えることびありまず。とくにへッドホンで聞くとをにごを意く 
ださい。呼びかけられて返事びでさるぐらいの音量で聞さましよラ。 


0 

禁止 

はじめか5ボリュームを上ばずぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることびあります。ボリュームは 
徐々に上げましよう。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音の少、ないデ 
ジタル機器をへッドホンで聞くときにはごミ主意ください。 


0 

禁止 

通電中の AC パワーアダプターや巧電スタンド、製品 

I し長時間ふれない 

長時間巧膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因になる 
ことびあ0ます。 


0 

禁止 


電池についてのまを上のごま意 

お漏れ.破裂•巧熱•巧义.誤巧に ょる 大けび ゃ 失明を 劇ブるため、下記 

のことを必ずお守0 ください。 


险危険！充電式電池、乾電池が液漏れしたときは 
巧電式電池、乾電池の液び漏れたときは素手で液を触6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□またはソニーサービス窓□にご相談<だ 
さい。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこす5ず、すぐに水道水などのき 
れいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けて< ださし、。 

液が身体やお服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、 
巧膚に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談してください。 


危険I巧電式電池について 

• 機器の表おにをわせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電スタンド、 AC パワーアダプター故外で充電しない。 

• 充電式電池用キャ U ングケースが付属されている場合は、必ずキト U ングケースに入れて携帯•保 
管する。 

* 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ‘炎天下の車中など、高温の場所で使用‘保管‘放置しない。 
•コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• が装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類し U がの充電式電池は使用しない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや交流電源で使用するとさち取0はずす。 

* 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


么警告乾電池について 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万び一飲み込んだ場 
合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表おにをわせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

* 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや交流電源で使用するとさち取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 

• 乾電池の+と 一、 または乾電池ケースの端テと本体の乾電池ケース用の端子び金属とつなびると 
ショートし、発熱することびあります。 


注意!乾電池について 

• 火のそばや直射日光のあたるところ‘炎天下の車中など、高温の場所で使用‘保管‘放置しない。 
• が装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類政がの電池は使用しない。 


お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子（金属部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電式 
電池 U サイクル協力店にご持参<ださい。 






















